
JP 2010-82102 A 2010.4.15

10

(57)【要約】
【課題】　医療分野やスポーツ分野などにおいて用いられる皮膚貼付用粘着テープもしく
はシートおよびその製造方法に関し、皮膚にしっかりと貼着し、使用中に緩むことのない
固定性能と、皮膚表面の動きに追従する柔軟性を有すると共に、皮膚に与える刺激を最小
限に抑えることができる粘着テープを提供する。
【解決手段】　伸縮性布帛の片面に粘着剤層を設けてなる皮膚貼付用粘着テープもしくは
シートであって、粘着剤層はアルキル（メタ）アクリレート４０～８０重量％、アルコキ
シ（メタ）アクリレート１０～５０重量％、（メタ）アクリル酸１～１０重量％からなる
アクリル系共重合体１００重量部と、長鎖脂肪酸グリセリンエステル２０～１００重量部
を含み、架橋剤にて架橋処理されている。伸縮性布帛は撥水剤による撥水処理を施すこと
が好ましい。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伸縮性布帛の片面に粘着剤層を設けてなる皮膚貼付用粘着テープもしくはシートであっ
て、前記粘着剤層はアルキル（メタ）アクリレート４０～８０重量％、アルコキシ（メタ
）アクリレート１０～５０重量％、（メタ）アクリル酸１～１０重量％を含む単量体混合
物から得られるアクリル系共重合体、および架橋剤を含み、前記アクリル系共重合体１０
０重量部に対して長鎖脂肪酸グリセリンエステルが２０～１００重量部の範囲で配合され
ていると共に、架橋剤によって架橋処理が施されていることを特徴とする皮膚貼付用粘着
テープもしくはシート。
【請求項２】
　伸縮性布帛は、撥水剤による撥水処理が施されている請求項１記載の皮膚貼付用粘着テ
ープもしくはシート。
【請求項３】
　撥水剤が、パーフルオロアルキル（メタ）アクリレートを主成分とするアクリル系撥水
剤を含むエマルジョンである請求項２記載の皮膚貼付用粘着テープもしくはシート。
【請求項４】
　撥水処理が、撥水剤を含有するエマルジョン中に伸縮性布帛を浸漬、扱き、乾燥によっ
て布帛を構成する繊維表面に撥水剤中のアクリル系撥水剤を付着させた請求項２記載の皮
膚貼付用粘着テープもしくはシート。
【請求項５】
　アクリル系共重合体は、分子量測定溶媒に対する可溶分の重量平均分子量が５０～１０
０万であり、数平均分子量が３～１９万である請求項１記載の皮膚貼付用粘着テープもし
くはシート。
【請求項６】
　アクリル系共重合体は、分子量分布が３～２２である請求項１または５記載の皮膚貼付
用粘着テープもしくはシート。
【請求項７】
　アルキル（メタ）アクリレート４０～８０重量％、アルコキシ（メタ）アクリレート１
０～５０重量％、（メタ）アクリル酸１～１０重量％を含む単量体混合物から得られるア
クリル系共重合体、および架橋剤を含み、前記アクリル系共重合体１００重量部に対して
長鎖脂肪酸グリセリンエステルが２０～１００重量部の範囲で配合されている粘着剤溶液
を剥離シートの片面に所定厚みで塗布して粘着剤溶液層を形成した後、該粘着剤溶液層が
完全に乾燥されていない状態で、該粘着剤溶液層を伸縮性布帛の片面に貼り合わせた後、
乾燥、粘着剤層の架橋を行なって皮膚貼付用粘着テープもしくはシートを製造する方法で
あって、伸縮性布帛が撥水剤による撥水処理が施されていることを特徴とする皮膚貼付用
粘着テープもしくはシートの製造方法。
【請求項８】
　撥水剤が、パーフルオロアルキル（メタ）アクリレートを主成分とするアクリル系撥水
剤を含むエマルジョンである請求項７記載の皮膚貼付用粘着テープもしくはシートの製造
方法。
【請求項９】
　撥水処理が、撥水剤を含有するエマルジョン中に伸縮性布帛を浸漬、扱き、乾燥によっ
て布帛を構成する繊維表面に撥水剤中のアクリル系撥水剤を付着させた請求項７記載の皮
膚貼付用粘着テープもしくはシートの製造方法。

                                                                                
              
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、医療分野やスポーツ分野などにおいて用いられる皮膚貼付用粘着テープもし
くはシートに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より医療分野やスポーツ分野において、皮膚貼付用粘着テープもしくはシート（以
下、粘着テープと略すこともある。）としては、救急絆創膏やプラスター、テーピング用
粘着テープなどの様々な用途に利用されており、近年では、用途に応じて様々な形状に加
工された粘着テープが製造、販売されている。
【０００３】
　ここで、テーピングとは、粘着テープを用いて関節部位や筋肉などの施術部位を固定す
ることであって、当該部位を支持、補強、圧迫することにより、痛みの軽減や疾患治癒促
進などの効果がある。このようなテーピング療法は、薬物治療や通院、手術などの他の治
療方法と比較して、比較的安価に且つ手軽に痛みを軽減できる有効な手段であり、スポー
ツを行なう際の障害の事前予防や事後の応急措置にも大きな力を発揮している。
【０００４】
　上記テーピングに用いられる粘着テープは、粘着テープとしての本来の皮膚貼付機能の
他に、伸び性やキックバック性（復元性または圧迫性）、低刺激性、低モジュラス性、柔
軟性、撥水性などの様々な機能や性能が求められているのが実情である。例えば、一般的
に粘着テープが貼付される皮膚の表面は、壊死した皮膚細胞（角質）や汗分、皮脂成分、
埃などが付着した凹凸を有する面であると共に、身体の動きに伴って伸縮する面でもある
。特に、関節部位のように大きく屈曲可動する部位に貼付される粘着テープは、皮膚の屈
曲動作に追従できる特性を有することが求められる。さらに、通常、テーピングする際に
は粘着テープは緊締するように皮膚面に貼付されるので、粘着テープ自体にも適度な伸び
性を有していることが重要な特性として求められている。
【０００５】
　しかしながら、このように伸び性を有する粘着テープを使用した場合では、貼付後の時
間が経つと締め付け力（緊締力）が緩和して粘着テープが緩んでしまうことがある。この
ため、粘着テープには適度なキックバック性も有していることが必要とされる。特に、可
動領域の大きい部分にテーピングしたり、テーピングしたまま激しい運動をする場合には
、テーピングによる固定性を持続させるためにも、キックバック性は重要な特性となるの
である。（特許文献１参照）
　さらに、上記粘着テープは、皮膚の動きを過剰に拘束するような皮膚接着力を有する粘
着剤や支持基材を用いると、貼付中に粘着テープと皮膚との間で物理的なストレスが生じ
て、貼付部位に皮膚刺激を与えてしまい、皮膚カブレを生じたり、違和感や不快感を与え
たりする。従って、関節部位などの可動部位に貼付する必要のある粘着テープでは、皮膚
表面の動きに対して適度に追従できる程度の伸縮性を有すると共に、伸びた際に皮膚表面
を拘束しないように、小さな応力でも容易に伸縮する支持基材、即ち、低モジュラス性を
有する支持基材を用いることが好ましい。
【０００６】
　また、このようなテーピング用の粘着テープに用いる粘着剤層は、汗分や汚れなどが付
着している皮膚表面や、凹凸を有するような皮膚表面に対して追従、密着して、皮膚の動
きに合わせて弾性変形できるような柔軟性や粘弾性を有していることも求められる。その
ために粘着剤としては、粘着テープを貼付している間は皮膚表面から剥がれ落ちない程度
の皮膚接着性を有し、粘着テープを剥離する際には、皮膚刺激を生じない程度の小さい剥
離力で剥離できるものを用いることが好ましい。剥離時に皮膚表面の角質剥離などによる
損傷がなければ、貼付した皮膚面に対して過剰な余計な皮膚刺激を与えないので、皮膚カ
ブレなどの発生を最小限に抑えることができるのである。
【０００７】
　さらに、テーピングを行なう場合には、粘着テープを施術部位の皮膚面に密着させて、
緊締しながら弾力的に巻き付ける必要があるが、そのためには粘着テープの支持基材がほ



(4) JP 2010-82102 A 2010.4.15

10

20

30

40

50

つれなどを生じないものであることが好ましい。
【０００８】
　一方、従来から上記テーピングなどに用いられている皮膚貼付用粘着テープもしくはシ
ートに用いる支持基材としては、綿織物などに伸縮性を有する糸を織り込んだ伸縮織物、
撚り糸からなる強撚布などの布帛が用いられている。一般的に、これらの織物を用いた粘
着テープは、低モジュラスであると共に、適度な機械的強度を有する反面、伸び性やキッ
クバック性に乏しいため、施術部位への固定性が悪くて貼付部分がずれやすいという問題
があった。
【０００９】
　また、これらの支持基材を用いた粘着テープは撥水性を有しない場合には、テーピング
したまま運動して多量に汗をかいたり、雨天時に水濡れしたりした場合には、支持基材が
水を含んだ状態になるので、粘着テープを関節部位などに巻回している場合などでは、粘
着テープの自背面と粘着剤層との間の粘着テープの接着力が低下して剥がれ易くなるとい
う問題が生じる恐れがある。
【００１０】
　そこで、粘着テープの基材としては、ポリウレタン系樹脂やポリオレフィン系樹脂から
なるフィルムや不織布なども用いられてきた。これらの基材は、低モジュラスであるが、
伸び性や機械的強度が低いので、粘着テープを貼り付ける際の取り扱いが難しいという問
題があった。近年、伸び性を有するポリウレタン材料からなる不織布を用いた粘着テープ
が開発されており、伸び性や施術部位へのフィット性などの問題は改善されているが、機
械的強度の問題は依然として解決されていない。また、このようなポリウレタンフィルム
をラミネート加工した製品も開発されている。しかしながら、現状としては、足や膝関節
などのように動きの激しい部位における使用に耐え得るだけの強度やキックバック性を備
えると共に、充分な固定性能を有する粘着テープは未だ得られていない。（特許文献１参
照）
【特許文献１】特開２００４－４９５４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は上記実状に鑑み、皮膚にしっかりと貼着し、使用中に緩むことのない固定性能
と、皮膚表面の動きに追従する柔軟性とを有すると共に、皮膚に与える刺激を最小限に抑
えることのできる皮膚貼付用粘着テープもしくはシートを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、伸縮性布帛の片面に粘着剤層を設けてなる皮膚貼付用粘着テープもしくはシ
ートであって、前記粘着剤層はアルキル（メタ）アクリレート４０～８０重量％、アルコ
キシ（メタ）アクリレート１０～５０重量％、（メタ）アクリル酸１～１０重量％を含む
単量体混合物から得られるアクリル系共重合体、および架橋剤を含み、前記アクリル系共
重合体１００重量部に対して長鎖脂肪酸グリセリンエステルが２０～１００重量部の範囲
で配合されていると共に、架橋剤によって架橋処理が施されていることを特徴とする皮膚
貼付用粘着テープもしくはシートであることを特徴とする。
【００１３】
　さらに、本発明は、アルキル（メタ）アクリレート４０～８０重量％、アルコキシ（メ
タ）アクリレート１０～５０重量％、（メタ）アクリル酸１～１０重量％を含む単量体混
合物から得られるアクリル系共重合体、および架橋剤を含み、前記アクリル系共重合体１
００重量部に対して長鎖脂肪酸グリセリンエステルが２０～１００重量部の範囲で配合さ
れている粘着剤溶液を剥離シートの片面に所定厚みで塗布して粘着剤溶液層を形成した後
、該粘着剤溶液層が完全に乾燥されていない状態で、該粘着剤溶液層を伸縮性布帛の片面
に貼り合わせた後、乾燥、粘着剤層の架橋を行なって皮膚貼付用粘着テープもしくはシー
トを製造する方法であって、伸縮性布帛が撥水剤による撥水処理が施されていることを特
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徴とする皮膚貼付用粘着テープもしくはシートの製造方法を提供するものである。
【発明の効果】
【００１４】
　以上のように、本発明の皮膚貼付用粘着テープもしくはテープは、伸縮性布帛の片面に
アクリル系共重合体と長鎖脂肪酸グリセリンエステルを含み、架橋処理を施した粘着剤層
を形成しているので、貼着する皮膚面の動きに追従する伸縮性を有すると共に、低皮膚刺
激性を有するので、特にテーピング用途に用いた場合に長期間にわたって安定して固定す
ることができ、可動領域の大きな部位に使用したり、激しい運動でも剥離することなく、
最適な粘着テープやシートとして提供できるものである。
【００１５】
　特に、特定の撥水処理を施すことによって、粘着テープ全体に優れた撥水性を付与する
ことができるので、水濡れした場合においても剥がれにくく、外部からの雨などの水分の
浸入に対しても皮膚接着力の低下を起こしにくいものである。
【００１６】
　さらに、本発明の製造方法によれば、伸縮性布帛の片面に粘着剤層を貼り合わせる際に
、粘着剤層溶液を完全に乾燥させずに、所謂半乾き状態で積層するので粘着剤層は伸縮性
布帛との投錨性が良好となる。この際に伸縮性布帛を構成する繊維表面にしっかりと撥水
剤が付着して撥水処理が施されていると、布帛が本来有する透湿性を阻害せずに、しかも
半乾き状態で積層された粘着剤層が撥水処理された伸縮性布帛の背面にまで浸入（裏抜け
）することがないという効果を有するものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明の皮膚貼付用粘着テープもしくはシートにおける伸縮性布帛は、例えばテーピン
グ用途に使用した際に必要な伸縮性を有するものであり、具体的には縦および横方向にそ
れぞれ３０％以上、好ましくは５０％以上の伸長率を有する布帛が用いられる。特に、肘
や膝などの大きく屈曲する関節部位に使用する場合には、約１００～１３０％程度の伸縮
性を有する布帛を用いることが好ましい。
【００１８】
　上記布帛としては、織布や編布、不織布などを使用することができるが、良好な伸縮性
を発揮させるためには編布を用いることが好ましい。編布としては、０．２～１．０ｍｍ
、好ましくは０．４～０．８ｍｍ程度の厚みのものを採用することが、適度な機械的強度
を有すると共に、皮膚貼付時の違和感を生じないようにするために好ましいものである。
【００１９】
　伸縮性布帛を構成する繊維の材質としては、綿などの天然繊維や各種プラスチック繊維
を用いることができるが、伸縮操作時の繊維強度の点からは、ポリアミド（ナイロン）や
ポリエステルなどからなる繊維を用いて、これに特殊加工を施すことで伸縮性をもたせた
ストレッチヤーンや、ポリウレタン系弾性糸などの伸縮性の大きい繊維からなる編布、非
伸縮性繊維と伸縮性繊維とを編み込んだ織布などを用いることができる。好ましくは、ポ
リアミドやポリエステル、綿などの繊維糸を８０～９５重量％、ポリウレタン系弾性糸を
５～２０重量％の比率で用い、これをトリコット編みにすることで大きな伸縮性を有する
編布にしたものが用いられる。なお、編み方としては、トリコット編み、ラッシェル編み
、ミラニーズ編みを含む経（タテ）メリヤス、および平型編みや円形編みを含む緯（ヨコ
）メリヤスの何れを用いても良いが、裁断時のほつれが少ない点からはタテメリヤスを用
いることがより好ましいものである。
【００２０】
　特に、伸縮性編布としては、スパンボンド不織布にポリウレタンなどの伸縮糸を編み込
んだ編布や、伸縮糸とポリエステルなどの非伸縮糸とを編み込んで複合化させた織布が好
ましく、例えばポリエステル製スパンボンド不織布「エクーレ６２０１Ａ」（東洋紡績社
製）に、ポリウレタン製伸縮糸「Ｌｙｃｒａ」（東レ・デュポン社製）とポリエステル糸
を編み込んだ伸縮性編布を用いることが好ましい。
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【００２１】
　上記伸縮性糸は弾性および伸縮性を有するものであれば、特に限定されるものではない
が、特にポリウレタン製弾性糸を用いることがよく、繊維径は４０～１６０デニール程度
のものを用いることによりテーピング用途に要求される伸縮性を付与するために好ましい
ものとなる。
【００２２】
　本発明における上記伸縮性布帛は撥水剤による撥水処理を施すことが好ましいものであ
る。具体的には、ポリウレタンフィルムなどの撥水性を有するフィルムを布帛に積層する
のではなく、布帛を構成する繊維表面に撥水剤によるコーティングを施すことが好ましい
。即ち、フィルムなどを積層して粘着テープ自体に撥水性を付与すると、高透湿性のフィ
ルムを用いたとしても、布帛が本来保有している優れた通気性を低下させることになるの
で、長時間の貼付によってムレが生じて皮膚刺激を起こしやすくなるからである。一方、
布帛を構成する繊維毎にその表面に撥水処理を施した場合は、布帛の有する通気性を阻害
せずに、粘着テープ自体に撥水性を付与することができるのである。
【００２３】
　このような撥水処理に用いる撥水剤としては、特に限定されるものではないが、取扱い
性や優れた撥水機能などの点からは、フッ素系樹脂を主成分とする撥水剤、特に高い撥油
撥水性と耐久性の点からは、好ましくはパーフルオロアルキル（メタ）アクリレートを主
成分とするアクリル系撥水剤を含有するエマルジョンを用いることができる。パーフルオ
ロアルキル（メタ）アクリレート系の撥水剤は撥水性と共に、撥油性も有するので、本発
明における伸縮性布帛に処理した場合、水分に対する撥水性だけでなく、粘着剤や粘着剤
を溶解する溶剤に対しても優れた撥油性を有するものである。
【００２４】
　上記撥水剤による撥水処理としては、伸縮性布帛に撥水剤を噴霧したり、撥水剤中に浸
漬したりすることができるが、布帛を構成する繊維の表面に撥水剤を確実にかつ均一に付
着させるためには、浸漬処理を行なうことが好ましい。具体的には、伸縮性布帛を撥水剤
を含有するエマルジョン中に伸縮性布帛を浸漬して充分に繊維表面に撥水剤を馴染ませた
のち、余分な撥水剤を除去するためにピンチロールなどで扱き、風乾もしくは熱風乾燥な
どの手段で乾燥させて撥水処理を行なうことができる。
【００２５】
　上記のように伸縮性布帛を撥水処理することによって、本発明の皮膚貼付用粘着テープ
もしくはシートは、外部からの水濡れに対して保護できると共に、テーピングしたまま運
動して汗をかいても粘着剤層の皮膚接着力を低下させにくくなるので、優れたテーピング
性能を維持できるものである。
【００２６】
　本発明においては、上記伸縮性布帛の片面に粘着剤層が形成されている。この粘着剤層
は皮膚接着力の調整が容易であること、皮膚刺激性が少ないことなどから、アクリル系共
重合体を主成分とする粘着剤から形成されており、その中でも、皮膚刺激性が極めて少な
いゲル状の粘着剤を用いている。具体的には、アルキル（メタ）アクリレート４０～８０
重量％、アルコキシ（メタ）アクリレート１０～５０重量％、（メタ）アクリル酸１～１
０重量％を含む単量体混合物から得られるアクリル系共重合体を用いる。また、本発明に
用いる粘着剤は上記アクリル系共重合体１００重量部に対して長鎖脂肪酸グリセリンエス
テルを２０～１００重量部の範囲で配合すると共に、架橋剤を配合して粘着剤層全体とし
て架橋処理が施されているものである。
【００２７】
　上記アクリル系共重合体におけるアルキル（メタ）アクリレートは、粘着剤層に粘着性
、皮膚接着性を付与する主成分となるものであり、特にアルキル基の炭素数が６以上、さ
らには６～１８の長鎖アルキル基を用いると効果的である。なお、アルキル（メタ）アク
リレートは、皮膚に対する刺激性が比較的少なく、長時間の使用によっても粘着力の低下
が起こりにくいという利点を有するものである。
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【００２８】
　このようなアルキル（メタ）アクリレートの具体例としては、アクリル酸もしくはメタ
クリル酸のブチルエステル、プロピルエステル、オクチルエステル、ノニルエステル、デ
シルエステル、ドデシルエステル、ラウリルエステルなどを一種もしくは二種以上併用し
て用いることができる。なお、これらのアルキルエステル鎖は直鎖であっても、分岐鎖で
あってもよいことは云うまでもない。
【００２９】
　上記アルキル（メタ）アクリレートは、後述するアルコキシ（メタ）アクリレートや（
メタ）アクリル酸と共重合することによって粘着性を有するアクリル系共重合体を形成す
るが、本発明においては４０～８０重量％、好ましくは５０～７５重量％の範囲で共重合
する。アルキル（メタ）アクリレートの共重合量が４０重量％に満たない場合には、得ら
れた共重合体に充分な皮膚接着性が付与されず、また、８０重量％を超える量の共重合量
では凝集力の低下が見られ、皮膚面からの剥離除去時に糊残り現象を生じることがあるか
らである。
【００３０】
　上記アルキル（メタ）アクリレートと共重合するアルコキシ（メタ）アクリレートは、
得られる共重合体に水蒸気透過性、所謂透湿性を付与する成分である。従って、アクリル
系共重合体中１０～５０重量％、好ましくは２０～４５重量％の範囲で共重合することが
望ましい。具体的には、メトキシポリエチレングリコールアクリレート、エトキシジエチ
レングリコールアクリレート、ブトキシジエチレングリコールアクリレート、メトキシエ
チルアクリレート、エトキシエチルアクリレート、ブトキエチルアクリレートなどの炭素
数が１～４のアルコキシ基を有するアルコキシアルキルアクリレートを用いることが好ま
しい。
【００３１】
　また、本発明では上記アルコキシ（メタ）アクリレートと共に（メタ）アクリル酸、即
ちアクリル酸および／またはメタクリル酸を共重合させる。（メタ）アクリル酸を共重合
することによって、得られるアクリル系共重合体の凝集力が向上するので、粘着剤を調製
する上では極めて重要な単量体となる。しかしながら、（メタ）アクリル酸を多量に共重
合すると凝集力の向上は期待できるが、皮膚刺激性が次第に強くなるので、本発明では１
～１０重量％、好ましくは３～７重量％程度の共重合比率とすることが望ましい。
【００３２】
　なお、本発明の粘着剤中に含有させアクリル系共重合体は、上記各単量体を必須成分と
する共重合体であるが、親水性の付与などの各種改質を行うための改質用単量体として、
スチレンや酢酸ビニル、Ｎ－ビニル－２－ピロリドンなどの単量体を必要に応じて適宜共
重合してもよいものである。
【００３３】
　本発明における粘着剤層は、上記したアクリル系共重合体に長鎖脂肪酸グリセリンエス
テルを含有させることが重要である。これは粘着剤層に柔軟性を付与して、皮膚刺激性を
低減するために必要であり、アクリル系共重合体１００重量部に対して２０～１００重量
部、好ましくは２５～８０重量部程度の範囲で配合される。このような長鎖脂肪酸グリセ
リンエステルとしては、例えばモノカプリル酸グリセリルやトリカプリル酸グリセリル、
トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル、トリカプリン酸グリセリル、トリラウリン酸グリ
セリル、トリイソステアリン酸グリセリル、トリオレイン酸グリセリルなどが挙げられる
。これらのうち、酸化劣化を防止するという観点から、不飽和二重結合を有さない飽和脂
肪酸を用い、皮膚への刺激性が小さいという点からこれらの飽和脂肪酸のグリセリンエス
テルを好ましく用いることができる。従って、カプリル酸やカプリン酸、２－エチルヘキ
サン酸などの飽和脂肪酸とのグリセリンエステルが好ましく、具体的にはカプリル酸トリ
グリセリルやカプリン酸トリグリセリル、２－エチルヘキサン酸トリグリセリルを用いる
ことが好ましく、アクリル系共重合体との相溶性などの点からは、特にカプリル酸トリグ
リセライドを用いることが好ましいものである。
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【００３４】
　本発明における粘着剤層には上記した長鎖脂肪酸グリセリンエステルを配合するだけで
は、粘着剤層の凝集力が低下して、皮膚面への貼付、剥離時に皮膚面に糊残り現象が生じ
る恐れがあるので、適度な凝集力を維持するためには架橋処理を施す必要がある。架橋処
理としては、電子線やγ線、Ｘ線などの電離性放射線の照射による物理的架橋と、架橋剤
による化学的架橋があるが、本発明では取扱い性や再現性良く架橋を施すという点で架橋
剤による化学的架橋処理を施すことが好ましい。具体的には、粘着剤層を構成するアクリ
ル系共重合体や長鎖脂肪酸グリセリンエステル、その他任意成分を配合した粘着剤組成物
に架橋剤を添加して、加熱処理することで架橋処理が施される。このような架橋剤として
は、イソシアネート系架橋剤や過酸化物系架橋剤、金属キレート系架橋剤など一般的に粘
着剤を架橋処理する際に使用される架橋剤を用いることができる。
【００３５】
　上記のようにして架橋処理を施した粘着剤層は、架橋度合いによって適度な皮膚接着性
と凝集性のバランスを保持するものであるが、アクリル系共重合体の分子量や分子量分布
もこれらの調整に対して影響を与えるものである。具体的にはアクリル系共重合体の分子
量が大きすぎると粘着剤層の柔軟性が低下する傾向を示し、小さすぎると凝集力不足にな
る傾向を示す。また、分子量分布も適度な分布を有する方が粘着特性のバランスが良好と
なることが経験則的に分かっている。その結果、本発明ではアクリル系共重合体の分子量
測定溶媒に対する可溶分の重量平均分子量が５０万～１００万、好ましくは６０万～９０
万程度、数平均分子量が３万～１９万に調整し、分子量分布は３～２２、好ましくは８～
１５程度に調整することが望ましいものである。
【００３６】
　なお、ここで重量平均分子量および分子量分布は、ゲルパーミエーションクロマトグラ
フィー（ＧＰＣ）を用いた測定した値であり、測定サンプルをテトラヒドロフランにて溶
解し、０．４５μｍφのメンブレンフィルタを通過する可溶分について行い、ポリスチレ
ン換算にて算出した。
【００３７】
　上記のような構成からなる粘着剤層は、テーピング用途などで適度な皮膚接着力を発揮
するという観点から、２０～１５０μｍ程度であることが好ましく、さらには、３０～９
０μｍ程度であることが好ましい。なお、皮膚固定性と皮膚低刺激性の両立という観点か
ら、粘着剤層の特性としては、ベークライト板（以下、「ベーク板」とも略す）に対する
接着力、即ち、対ベーク板接着力がＪＩＳ規格の１８０度ピール法によれば１０Ｎ／１９
ｍｍ幅以下、好ましくは、０．８～５Ｎ／１９ｍｍ幅程度の値になるように設計すること
で良好な皮膚接着性を有するものとなる。
【００３８】
　本発明おける皮膚貼付用粘着テープもしくはシートは、上記構成からなるものであるが
、粘着剤層の表面の汚染を防ぐために、使用するまで粘着剤層表面をセパレータにて被覆
しておくことが好ましい。このセパレータは、一般的に皮膚へ貼付する粘着テープに用い
られるものを使用することができる。具体的には、上質紙、グラシン紙、パーチメント紙
などの表面に、シリコーン樹脂やフッ素樹脂などの剥離性能を有する剥離剤をコーティン
グしたものや、上質紙に樹脂をアンカーコートしたもの、またはポリエチレンラミネート
したものなどの表面にシリコーン樹脂やフッ素樹脂などの剥離性能を有する剥離剤をコー
ティングしたものを使用することができる。
【００３９】
　本発明の皮膚貼付用粘着テープもしくはシートの製造方法の一例を以下に示すが、何ら
これらに限定されるものではない。
【００４０】
　上記のように粘着剤層を構成する粘着剤として、アルキル（メタ）アクリレート４０～
８０重量％、アルコキシ（メタ）アクリレート１０～５０重量％、（メタ）アクリル酸１
～１０重量％を含む単量体混合物を、有機溶剤中で通常のラジカル重合によって共重合反
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応させてアクリル系共重合体溶液を調製する。次に、このアクリル系共重合体溶液の固形
分（アクリル系共重合体）１００重量部に対して２０～１００重量部の長鎖脂肪酸グリセ
リンエステルを配合して、さらに架橋剤を配合し粘着剤組成物の溶液を調製する。
【００４１】
　得られた粘着剤溶液をセパレータの片面に所定厚みで塗布して粘着剤溶液層を形成した
後、この粘着剤溶液層が完全に乾燥されていない状態で、伸縮性布帛の片面に貼り合わせ
た後、乾燥処理を行なって粘着剤層の架橋を行なって、本発明の皮膚貼付用粘着テープも
しくはシートを得るのである。未乾燥状態の粘着剤溶液層を貼り合わせる伸縮性布帛は、
予め撥水剤による撥水処理が施されておくことが好ましい。つまり、撥水処理を施してい
ないと、未乾燥状態の粘着剤層溶液を貼り合わせた際に、粘着剤が伸縮性布帛の内部を経
て背面にまで浸入（所謂裏抜け）しやすくなるが、撥水処理を施しておくと、粘着剤層溶
液は撥水処理剤で処理された布帛内を浸入しにくくなり、裏抜けを生じないのである。ま
た、未乾燥状態で貼り合わせることで、乾燥状態の粘着剤層を貼り合わせる場合よりも布
帛内部に粘着剤層が浸入（裏抜けまではしない程度）するので、布帛と粘着剤層との投錨
力が向上し、伸縮操作を繰り返しても布帛と粘着剤層との界面での剥離が生じないという
優れた効果を発揮するようになる。
【実施例】
【００４２】
　以下に本発明の実施例を示し、さらに具体的に説明するが、本発明はこれらに限定され
るものではなく、本発明の技術的思想を逸脱しない範囲内で種々の応用が可能である。な
お、以下にて、「部」および「％」とあるのは、それぞれ「重量部」および「重量％」を
意味するものである。
実施例１
　ポリエステル製７５デニール糸をスムーズ編で、厚さ４５０μｍ、横方向の伸びが７５
％、縦方向の伸びが５０％で伸縮するように編み込んだ伸縮性編布を伸縮性布帛として用
いた。なお、ＪＩＳＬ１０９６法に準じた２０％モジュラス１．２Ｎ／１９ｍｍ幅、伸び
１１５％、引張強度９３Ｎ／１９ｍｍ幅、キックバック性８２％であった。
【００４３】
　これをパーフルオロアルキル（メタ）アクリレートを主成分としたアクリル系撥水剤を
含むエマルジョン（旭硝子社製、商品名アサヒガードＡＧ－８０２５）に浸漬したのち、
ピンチロールで扱き、乾燥処理を行って撥水処理を施した。
【００４４】
　一方、粘着剤層として、イソノニルアクリレート６５部、２－メトキシエチルアクリレ
ート３０部、アクリル酸５部からなる単量体混合物を、トルエン８０部に均一に溶解混合
し、重合開始剤としてのアゾビスイソブチロニトリル０．３部を添加して共重合反応を行
った。具体的には約６０℃で約１０時間重合を行ったのち、７８℃に昇温してさらに２時
間熟成反応を行った。得られたアクリル系共重合体のゲル分率は０．１％、重量平均分子
量は７４万、分子量分布は１３．１であった。
【００４５】
　次に、得られたアクリル系共重合体のトルエン溶液に、アクリル系共重合体１００部に
対して４５部のカプリル酸トリグリセライドを配合し、イソシアネート系架橋剤（日本ポ
リウレタン社製、コロネートＨＬ）を０．０７５部配合し、片面にシリコーン処理を施し
たセパレータの剥離処理面に、乾燥後の厚みが６０μｍとなるように塗布して粘着剤溶液
層を形成した。
【００４６】
　次いで、粘着剤溶液層が未乾燥の状態で、前記撥水処理を施した伸縮性布帛の片面に貼
り合わせ、１５０℃で３分間乾燥して粘着剤層に架橋処理を施して、本発明の皮膚貼付用
粘着テープを作製した。
実施例２
　ポリエステル製スパンボンド不織布（東洋紡績社製、商品名エクーレ６２０１Ａ、坪量
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２０ｇ／ｍ2）に、ポリウレタン製伸縮糸（東レ・デュポン社製、商品名Ｌｙｃｒａ、７
５デニール）１１％、およびポリエステル製７５デニール加工糸を編み込んで、横方向の
伸びが１９０％、縦方向の伸びが９０％で伸縮するように調整して伸縮性編布を作製した
。なお、２０％モジュラス１．１Ｎ／１９ｍｍ幅、伸び１０８％、引張強度９１Ｎ／１９
ｍｍ幅、キックバック性８６％であった。
【００４７】
　この伸縮性編布を本発明の伸縮性布帛として用いた以外は、実施例１と同様に撥水処理
を施して、実施例１と同様に皮膚貼付用粘着テープを作製した。
実施例３
　伸縮性布帛に撥水処理を施さなかった以外は、実施例１と同様にして皮膚貼付用粘着テ
ープを作製した。
実施例４
　実施例１において、アクリル系共重合体が、２－エチルヘキシルアクリレート７０部、
２－エトキシエチルアクリレート２５部、アクリル酸５部からなる単量体混合物を、トル
エン４５部に均一に溶解混合して共重合した以外は、実施例１と同様にして粘着剤層を作
製した。なお、得られた共重合体のゲル分率は０％、重量平均分子量は６４万、分子量分
布は１１．４であった。
実施例５
　実施例１において、長鎖脂肪酸グリセリンエステルとしてのカプリル酸トリグリセライ
ドの代わりに、２－エチルヘキサン酸トリグリセリルを配合した以外は、実施例１と同様
にして皮膚貼付用粘着テープを作製した。
比較例１
　実施例１において、粘着剤層中に長鎖脂肪酸グリセリンエステルとしてのカプリル酸ト
リグリセライドを配合しなかった以外は、実施例１と同様にして皮膚貼付用粘着テープを
作製した。
比較例２
　実施例１において、伸縮性布帛の代わりに、伸縮性を有さない厚さ７３０μｍの厚手強
撚布を用いた以外は、実施例１と同様にして皮膚貼付用粘着テープを作製した。なお、２
０％モジュラス４Ｎ／１９ｍｍ幅、伸び１１０％、引張強度１９６Ｎ／１９ｍｍ幅、キッ
クバック性８５％であった。
比較例３
　実施例１において、長鎖脂肪酸グリセリンエステルとしてのカプリル酸トリグリセライ
ドの代わりに、ミリスチン酸イソプロピルを配合した以外は、実施例１と同様にして皮膚
貼付用粘着テープを作製した。
【００４８】
　上記の各実施例および比較例にて得られた皮膚貼付用粘着テープについて、下記に示す
評価を行い、その結果を表１に示す。
＜テーピング時の皮膚接着性＞
　各実施例および比較例にて作製した粘着テープを、幅５０ｍｍ×長さ４００ｍｍに裁断
し、被験者の足関節部に巻着し、２４時間後における巻着した粘着テープの状態、即ち、
剥がれや緩みの有無を目視で観察し、下記評価基準で評価を行った。ここで、サンプル数
（ｎ）を、ｎ＝１０人とした。
【００４９】
　○：９人以上（サンプルの９０％以上）に剥がれが生じていなかった場合。
【００５０】
　△：５～８人（５０％以上、９０％未満）に剥がれが生じておらず、一部に剥がれや緩
みが生じていた人が２～５人であった場合。
【００５１】
　×：６人以上に剥がれが生じていた場合。
＜皮膚刺激性＞
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　各実施例および比較例にて作製した粘着テープを、幅５０ｍｍ×長さ２００ｍｍに裁断
し、被験者の前腕部に適度に伸長しながら貼付した。日常生活の状態で８時間経過後、粘
着テープを剥離した際に被験者が感じた刺激によって評価した。評価基準は以下の通りで
ある。
【００５２】
　○：僅かに痛みを感じるか、苦痛を感じない程度の刺激を感じるのみである場合。
【００５３】
　×：痛み、または苦痛に感じる刺激がある場合。
＜糊残り＞
　上記皮膚接着力試験を行ったのち、各粘着テープを剥離し、皮膚面への糊残り状態を目
視にて観察し、以下の判定基準にて判定した。
【００５４】
　○：糊残りが、貼付した粘着テープの面積の１０％未満である。
【００５５】
　△：糊残りが、貼付した粘着テープの面積の１０％以上、５０％未満である。
【００５６】
　×：糊残りが、貼付した粘着テープの面積の５０％以上である。
＜耐水接着性＞
　上記テーピング時の皮膚接着性試験と同様の試験を行い、２４時間の貼付中に入浴を行
い、入浴後に皮膚接着性を評価し、上記皮膚接着性試験と同様に評価した。
【００５７】

【表１】

　上記表１の結果から明らかなように、本発明の皮膚貼付用粘着テープもしくはシートは
、皮膚接着性、特にテーピング用途における皮膚接着性に優れ、また皮膚に対する刺激も
極めて少ないものであり、剥離時に粘着剤が皮膚面に残ることもないという効果を有する
ものである。
【００５８】
　また、伸縮性布帛を用いているために、適度な伸びと引張強度を有するので、キックバ
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ック性にも優れ、特定の粘着剤を使用することで、粘着剤層にも適度な透湿性を有するの
で、皮膚接着性を維持したままで皮膚面に対する刺激も極めて少ないと効果を発揮するも
のである。特に撥水処理を施した布帛を用いることによって、入浴に対しても優れた耐水
性を発揮するものであることが明らかである。
【００５９】
　従って、本発明の粘着テープは、医療やスポーツ分野において様々な部位に使用される
粘着テープやシート、特にテーピング用途には極めて適した実用性の高い粘着テープを提
供できるものである。
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